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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている
3. あまり増えていない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が1. ほぼ全ての利用者が

66

1. ほぼ全ての利用者が

65
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

68
2. 利用者の２/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者の
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない 4. ほとんどない

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

3. たまにある 3. たまに

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

愛媛県新居浜市萩生２７２０－１

評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870500638
　民家を改修し、宅老所からスタートし介護保険開始時よりグループホームになりました。現在
は女性６名で敬いいたわりながら暮らしています。本当の家族のように悲しいことには涙し、喜び
は分かち合い、時にはいさかいもあります。介護度が上がっていく中お互い受け入れて、住み
慣れたところで馴染みの人に囲まれて、最期までのんびり気ままに暮らすお手伝いができれば
なあと考えています。利用者様やご家族・ワーカーが何でも話し合え、お互いを認めあいながら
接することができるように実践していきたいと思っています。

法人名 特定非営利活動法人　ワーカーズ・コレクティブひと

事業所名 グループホーム夕日館

所在地

自己評価作成日 平成24年11月12日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

評価機関名

基本情報リンク先

平成24年11月27日訪問調査日

●事業所は、民家改修型で敷居や段差のある造りで、昔なじみの外廊下の間取りになっている。間口の
うち半間分は敷居のままで、半間分は段差をなくして、車いすが通りやすいようにされていたり、風呂場は
補助の板を置き、段差解消に工夫されている。居間のテーブルの下は、ホットカーペットを敷いて、足元
が暖かく過ごせるようになっている。
●献立は、当日の食事担当職員が、利用者の希望や冷蔵庫の中の材料に応じて決めておられ、事業所
で食事を作っておられる。煮干で出しを取り、食材は地元の食材・国産品をできるだけ使用するよう努め
ておられる。利用者からの希望で、お好み焼きを焼いたり、お寿司を出前することもある。調査訪問時に
は、移動販売車が来て、利用者は、おやつのあんぱんやジャムパン、クリームパン等、それぞれにお好き
なパンを買っておられた。
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホーム夕日館

評価完了日 　２４年　　１１月　　　１２日

(ユニット名）

記入者（管理者）

氏　名 高橋　光子

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

『住民参加型福祉』を目指す法人の理念に添い、事業
所の理念も全職員で作っている。『のんびり、気ままに
過ごしましょう。～住み慣れたところで最期まで～』理念
は事業所に貼り出し、心身状態が悪化した場合でも家
族が望めば希望に沿った支援ができるように実践して
いる。

(外部評価)

理念が、日々実践できるよう、台所に貼り出し、又、毎日、職
員が目にする業務日誌にも明記されている。利用者個人の
ケアプランの用紙やカンファレンス用紙にも理念を明記し、
職員は、「利用者が、普通の事を普通に行えるように」心がけ
てケアに取り組まれている。

(自己評価)

自治会に加入している。清掃活動・祭りの寄付など協
力している。夏休みには中高生がワークキャンプで訪
れる。

(外部評価)

今月、近くにある法人デイサービスが開設１０周年記念行事
を開催された際には、事業所も参加して、地域の方達とふれ
合われた。地域の方が事業所にも立ち寄っていただけるよう
企画して、手作りのおみやげを渡したり、ぜんざいを振舞わ
れた。又、職員は、「福祉用具の紹介」の手伝いをされたり、
「介護相談ができる」こと等もお知らせされた。当日は、地域
の小学校からテントをお借りしたり、学校にポスターを貼らせ
てもらったり、又、チラシを子ども達に配布してもらう等、協力
していただいた。そのようなかかわりの後、若いお母さんか
ら、「子どもが作ったプレゼントをおばあちゃんにぜひ渡した
い、と言っているのですが、いつ行ってもよいのですか？」
と、問い合わせがあったようだ。理事長は、記念行事を行うこ
とで、「地域の方に事業所のことをさらに知ってもらえるよい
機会となった」と感じておられ、今後、「子どもや若い方と、
もっとつながりを持ちたい」と思っておられる。

(自己評価)

自治会清掃やチラシ配り時などの時にも相談を受け、
又、支援している法人内の理事長、介護支援専門員に
も相談している。

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

評価結果は運営推進会議で必ず報告し、取組み状況
を説明する。頂いた質問・意見は職員に報告し、運営
推進会議でサービス向上のためできることを提供し合
う。

(外部評価)

地域ボランティアの方やご家族、訪問看護事業所の方にも
参加していただき、会議を開催されている。会議では、事業
所の行事等の報告をされたり、会議と併せて避難訓練を実
施されている。９月には、敬老会を兼ねて食事会を行われ
た。

理事長は、「記念行事時のテントのお礼と一緒に、学校関係
者にも会議参加を呼びかけたい」と話しておられた。又、会
議の内容について、「事業所からの報告が多く、参加者から
の意見は少ない」と感じておられ、「メンバーと意見のキャッ
チボールがしたい」と話しておられた。事業所は、地域との交
流も拡がってきており、今後さらに、参加しやすい会議の持
ち方やすすめ方等、工夫して取り組みを重ね、事業所なら
ではの会議に取り組んでいかれてほしい。

(自己評価)

運営に関する指摘・相談の行いやすい関係ができてい
る。福祉課とも連携し生活保護の方の受け入れもして
いる。包括からは運営推進会議に出席して下さったり
介護相談員が訪問してくれる。事故が起こった場合の
相談など、連携が密に取れている。

(外部評価)

社協からの依頼で、中・高生２～３名のワークキャンプを２泊
３日で受け入れておられる。生徒は、利用者とお話したり、食
事作り等、ケアを体験しながら利用者と過ごされている。３ヶ
月に１回、２名の介護相談員が来られ、利用者とお話されて
いる。

(自己評価)

身体拘束をしないケアに全員で取り組み、どのような時
どのようなレベルで身体拘束に当たるのか、内部研修
をして共有している。

(外部評価)

玄関には鍵をかけず、利用者は自由に出入りできるように
なっている。玄関を入ったところの上がり口の戸には鈴を付
けて、開閉時に鳴るようになっている。職員は、内部研修時
に、「身体拘束について」勉強されている。

4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

5

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

虐待の内容を全員で共通理解できるように内部研修を
行い、職員同士が相互に心理的な虐待の可能性など
を指摘し合っている。

(自己評価)

研修の参加や勉強会はしているが、まだ、制度を必要
とする人はいない。

(自己評価)

管理者及び計画作成者が契約書・重要事項説明書・運営
規定・情報提供票などの内容に沿い説明する。その後家族
等の不安や疑問をお伺いし、個別で説明し納得していただ
いている。

(自己評価)

玄関に意見箱を設置し利用者や家族からの意見や要
望を職員と法人理事長と話し合って運営に反映させて
いる。

(外部評価)

法人デイサービスの１０周年記念行事の際には、すべてのご
家族が参加され、テント張り等に協力してくださった。又、駐
車場の整理やバザーの販売等も手伝ってくださった。運営
推進会議には、４～5名のご家族の参加があり、「会議日程」
の希望や「研修で良いのがあればしてほしい」等の要望が出
されている。「家族会」時、管理者は、ご家族から意見をいた
だけるように、「一言でも言ってもらったら、ありがたいです」と
話されている。

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

事業所会や定例会で運営・方向性それぞれの意見を
話し合っている。

(外部評価)

月一回の職員会議時には、利用者個々のケアの見直しや
行事計画等について話し合われている。洗面台では、水し
か使えなかったが、「冬場は特に、お湯が出たらいい」との職
員からの意見で、トイレの改修をきっかけに、洗面台でお湯
が使えるよう改善されて、利用者にも喜ばれている。

(自己評価)

ワーカーズ・コレクティブひとは全ての会員が労働者で
あり経営者であるという自立した働き方なので、職場環
境等の整備は会員全員で話し合い決定している。

(自己評価)

色々な研修会等の案内をし各職員にあった研修に参
加できるようにしている。

(自己評価)

ケアマネ協議会主催研修会・地域密着型の相互研修
などに参加し、他事業所のグループホームへ相互訪問
等の活動を通じてサービスの質を向上させている。

(自己評価)

事前に在宅時の担当介護支援専門員や事業所・家族
に入居に関する情報をお聞きした上で本人にもお話を
お聞きしている。又、本人が困っている事、不安な事、
要望などがある場合は入居後も安心して暮らしていけ
るように随時お聞きしている。

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

入居申し込み時に見学していただき、家族さんが今、
何を求めているか常に心がけ耳を傾けるように努力し、
話し合いの場を設けている。

(自己評価)

サービス利用を開始される事が本人や家族にとって必
要とした場合、同一法人内でのデイサービス利用を含
めた対応に努めている。

(自己評価)

お互いに尊敬の気持ちを持って接することが出来るよ
うに努めている。一緒に楽しんだり笑ったり過ごすこと
ができている。

(自己評価)

たびたび訪れてくれる家族と一緒に食事をしたり、遠く
にいる家族に泊まっていただいている。

(自己評価)

本人の生活歴を把握し、なじみの人が訪問しやすい雰
囲気作りや入居前に利用していた介護サービスを利用
することもある。

(外部評価)

息子さんが来られ、ドライブや外食を楽しまれている方もい
る。詩吟の教室に通われていた方は、「歩いて詩吟に行きた
い」と、希望されており、現在、熱心に歩行練習を行なってお
られる。

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

相性や身体状況を考慮し居間の座席など工夫してい
る。良好な関係の時はもちろん、不穏な雰囲気になりそ
うな時には、関わり方で回避できるよう努めている。居
間で過ごす時間を大切にし、できる限り居間で過ごせ
るように声掛けを行っている。

(自己評価)

サービス利用が終了しても家族が新聞で折ったゴミ袋
を持って定期的に訪問して下さりその折に色々な相談
を受けている。運営推進会議のメンバーにもなって頂
いている。

(自己評価)

その時々の言葉を聴き記録し、職員間で情報の共有を
行っている。意思表示が困難な場合、職員本位になら
ないように職員間で意見交換しながら家族の意向も取
り入れ検討している。

(外部評価)

入居時は、ご本人やご家族から情報を得て、暮らし方の希
望や意向を探っておられる。入居後は、日々の記録や会話
の中からも情報を得るよう努めておられる。「退屈な」と言わ
れる方には、入居前利用していた法人のデイサービスに週
に１回、出かけられるよう支援され、とても喜ばれており、ご本
人は、おしゃれをして出かけられるようだ。

(自己評価)

本人にお聞きしたり、家族へ情報提供をお願いしてい
る。入居前の介護サービス等へも情報提供をお願いす
る。多方面から生活暦などを把握し記録し、職員間で
情報を共有している。

(自己評価)

個人記録を充実し、毎日の一人ひとりの生活リズムを
把握できるように努めている。また、有する力量にあっ
たできることを知る為、定期的に個々のアセスメントをし
ている。

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

21
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

本人・家族・職員・医療関係者などに意見を求め作成
している。また、ケアカンファレンスで定期的にケア目
標を見直している。（期間は一人ひとりに合わせてい
る）

(外部評価)

入居当初は、入居前に利用していた介護事業所やケアマネ
ジャーからの情報も考慮して計画を立てておられる。利用者
一人ひとりに担当職員を決めて、１ヶ月ごと職員で話し合い
モニタリングして、３ヶ月毎に見直しをされている。計画は、
日常生活、身体状況、精神状況に分けてケア内容を記入さ
れている。

利用者の生活のこだわりや願い、暮らし方の希望等につい
てもさらに探り、地域資源等も活用しながら、利用者の地域
の中での暮らしを拡げられるような介護計画の作成に向けて
取り組まれてほしい。

(自己評価)

個別の書式を作成し、ケアの目標に添ってケアが実施
できているかどうか記録し情報を共有している。カン
ファレンスで個別の担当者が経過を報告し、意見交換
した上でケアの目標の見直しを行っている。

(自己評価)

利用者や家族の希望に沿い、通院や外出（散髪やデ
イサービス）の支援をすることもある。法人内のデイサー
ビスからの利用者の訪問やデイサービスのプログラムを
楽しみに行く事もある。

(自己評価)

買い物や事業所行事などへ出かけることができてい
る。また、パンの訪問販売を楽しみにしている。

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

受診・往診・病院の紹介・訪問看護への指示などかかり
つけ医には２４時間連絡可能で、安心できる体制が
整っている。かかりつけ医は利用者や家族の希望に
沿った適切な医療を行っている。

(外部評価)

協力医は、月２回の往診のほかにも、時々利用者の様子を
見に来てくださっている。事業所から、利用者個々の毎日の
バイタルサインや排便の状態、気になることをファックスで訪
問看護ステーションに送信しておられ、必要時は、看護師が
医師と相談して、電話で報告や指示があるようになってい
る。

(自己評価)

２４時間相談可能な訪問看護ステーションと契約してい
る。毎日の健康状態を報告し、いろいろな気づきの相
談をして適切な受診や看護を受けられるように支援し
ている。

(自己評価)

現在はいないが、入院中は病状の把握ができるように
見舞ったり家族へ問い合わせをし、病状が安定すれば
家族や利用者と話し合い、退院に向け医師と相談を行
う様にしている。

(自己評価)

重度化した場合看取りの指針に沿い、家族への説明は
繰り返し行っている。家族、かかりつけ医、訪問看護ス
テーションと一緒にサービス担当者会議を行い方針を
共有しチームで取り組んでいる。

(外部評価)

事業所は、利用者・ご家族の希望に応じて、「住みなれたと
ころで最期まで過ごしていただきたい」との思いで支援され
ている。理事長は、「迷うのが家族だ」という考えのもと、状況
が変わるごとに主治医や訪問看護と話し合いを持って支援
されている。ご家族によっては、「自宅へ連れて帰ろうか」と、
迷ったようなこともあったが、ご本人が慣れている事業所で、
ご家族が泊まり、一緒に看取られて、ご家族は満足されたよ
うだ。他の利用者は、「ようがんばったな」等とご本人に声を
かけてさし上げながら、お別れをされた。

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

急変や事故へのマニュアルをケアカンファレンス時確
認している。救命救急訓練に参加し実践力を身に着け
ている。

(自己評価)

緊急連絡の訓練や避難経路の確認など行っている。ま
た、災害時、一時避難先として近所にお願いしている。
防災グッズは定期的に点検している。

(外部評価)

消防署の方の協力を得て、地域の方やご家族にも参加して
いただき、避難訓練を実施されている。職員が利用者役に
なり訓練されたり、消火器の使い方を習ったりされた。スプリ
ンクラーを設置し、一時避難場所として、となりの土地を使用
できるよう了解を得ておられる。職員の連絡網を作り、管理
者は、時々抜き打ちで回す等して、いざという時、機能する
か試されることもある。職員は、「台所のガスは使用中はその
場を離れない」等、火を出さないことに気を付けておられる。
居室のテレビ等は、地震時に倒れないように固定し、高いと
ころへは物を置かないように気を付けている。防災グッズは
倉庫に準備されている。

(自己評価)

ハード的にプライバシーの確保が難しいことは多々ある
が、一人ひとりの人格を尊重し、言葉がけや対応を心
がけている。

(外部評価)

二人部屋は、アコーディオンカーテンで仕切って使用してお
られ、これまでは電灯は共同であったが、各場所に電灯を取
り付けられた。朝は、お互いにあいさつされ、「寝られました
か」等と言葉を掛け合われるようだ。

(自己評価)

良く話を聴き状況を見極め希望に沿えるよう支援して
いる。ちょっとしたおやつのお菓子やその日に着る洋
服選びでも、どれがいいかを聞いて選んでいただける
様にしている。

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

共同生活の一定の大きな流れを大切にしながら、でき
る限り希望に応えるよう努めている。が、人員配置が手
薄になる時間帯は困難なこともある。

(自己評価)

散髪は家族と出かけたり訪問理容を利用したりして支
援している。服を選んだり肌を整えたり、その時々で支
援している。

(自己評価)

下ごしらえを職員と一緒にできることが少なくなっている
が、できる範囲の事を行っている。一緒に食事をしてい
る。

(外部評価)

献立は、当日の食事担当職員が、利用者の希望や冷蔵庫
の中の材料に応じて決めておられ、事業所で食事を作って
おられる。煮干で出しを取り、食材は地元の食材・国産品を
できるだけ使用するよう努めておられる。利用者からの希望
で、お好み焼きを焼いたり、お寿司を出前することもある。調
査訪問時には、移動販売車が来て、利用者は、おやつのあ
んぱんやジャムパン、クリームパン等、それぞれにお好きな
パンを買っておられた。

(自己評価)

食事量や水分量は確保できる様に記録している。普通
食が困難な利用者には必要に応じ介護食にし口から
食べる工夫をして、一人ひとりに応じた支援をしてい
る。

(自己評価)

一人ひとりの支援の方法は異なる。ほぼ自立の方は朝
夕の声かけや夜間の義歯洗浄、全介助の方は毎食
後、それぞれの支援方法が変わる。ADLの変化ででき
ること、できないことを見極めながら行っている。

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

個人の記録で排泄パターンを把握し排泄の失敗やオ
ムツの使用を減らし、自立に向けた支援を行っている。
オムツ利用の方は、心身の状態や時間帯などでオムツ
類の工夫をしている。

(外部評価)

トイレを改修したことでトイレは２ヶ所になり、利用者は待つこ
となく、ゆっくり使えるようになった。職員は、排泄記録をみ
て、トイレへの声かけや誘導をして、利用者がトイレで排泄で
きるよう支援されている。介助が必要な方は、便座に座るの
を介助した後は、ドアの外で待ち、職員の手が必要になった
時に、棚の上の鈴を鳴らしてもらうようにされている。

(自己評価)

個人の記録で排便のパターンを把握し食事や水分で
工夫している。医師の指示のもと、便秘薬も個々に応じ
て適切に服薬支援している。また、腹圧がかかり排便し
やすい姿勢での排泄介助ができている。毎日ラジオ体
操を行っている。

(自己評価)

週３回が基本であるが、季節・個人の体調・希望に合わ
せ入浴している。認知症がすすんだ方にも入浴が楽し
めるよう入浴剤選びなどで支援している。

(外部評価)

月、水、金曜日を入浴日に決めて入浴支援されている。浴
室は深めではあるが、いすを湯船に沈める等して、利用者が
安全にくつろぎ、入浴できるよう支援されている。重度の方で
一人で湯船に入るのが困難な方には、職員が二人で介助し
て湯船で温まれるように支援されている。

(自己評価)

体調や前日の睡眠時間により、休息したり安心して気
持ちよく眠れるよう支援している。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

服薬状況を職員は理解できている。また、服薬による
変化は記録し確認に努めている。

(自己評価)

気分転換にドライブや散歩、ボランティアさんの三味線
やキーボードに合わせて一緒に音楽を楽しむことがで
きるように支援している。

(自己評価)

個人差はあるが、夏祭りなどに家族さんと一緒に参加し
外出できるように支援している。

(外部評価)

季節に応じて、桜やつつじ、ボタン、藤等を見に外出をされ
ている。職員がおやつや食材の買い物に行かれる時に、一
緒に買い物に出かけることもある。法人のデイサービスで三
味線の演奏会等がある時には、出かけて楽しまれている。お
花見時には、ご家族も一緒に出かけ、お花を見た後、回転
寿司で食事して帰られた。

これまでは、「利用者全員で外出する」ことに取り組まれてい
たが、理事長は、「個々の希望に沿った個別の外出支援に
も取り組みたい」と考えておられる。職員は、「利用者から行
きたいところ等も引き出し、お天気の良い時にはもっと出か
けていきたい」と話しておられた。今後さらに、利用者の希望
等も引き出しながら、いろいろなところに出かけて、利用者
個々の生活の拡がりを支援していかれてほしい。

(自己評価)

キーパーソンと相談の上、希望・能力に合わせて支援
している。

(自己評価)

自分から手紙を書いたり電話をかけたりはしないが家
族からの手紙や電話を楽しみにしていて、手紙を大切
にされている。

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている
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グループホーム夕日館 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

室温や湿度には特に注意を払って記録し、生活や季
節を感じられ居心地よく過ごせるような工夫をしている。

(外部評価)

事業所は、民家改修型で敷居や段差のある造りで、昔なじ
みの外廊下の間取りになっている。間口のうち半間分は敷
居のままで、半間分は段差をなくして、車いすが通りやすい
ようにされていたり、風呂場は補助の板を置き、段差解消に
工夫されている。居間のテーブルの下は、ホットカーペットを
敷いて、足元が暖かく過ごせるようになっている。居間の壁
には、季節が感じられるよう紅葉やいちょう、栗の飾り付けが
されていた。利用者は、日中、居間で過ごすことが多く、調
査訪問時、居間でお茶を飲みながら団欒されており、「い
らっしゃい」と笑顔で迎えてくださった。玄関先にはパンジー
や葉牡丹を植えておられた。
(自己評価)

利用者さん同志のその時々の状況に合わせて居間で
の座り方を工夫している。

(自己評価)

本人・家族と相談の上使い慣れた好みの家具や寝具
を整え居心地よく過ごせるように工夫している。

(外部評価)

各部屋の壁にはコルクボードをかけておられ、それぞれ利用
者の笑顔の写真を飾っておられ、又、職員がプレゼントした
シクラメンの鉢植えを飾っておられた。夜間、電灯を付けたま
ま休みたい方には、電灯の傘に布で覆いをして、他に明るさ
が漏れないようにされていた。

(自己評価)

手すりの設置やトイレ、洗面所の改修により安全な生活
が送れるよう工夫している。

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している
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